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２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
九
月
ぞ

一
九
八

一
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
勇
輔

・
中
井

一
夫

・
泉
　
　
武

５
　
遺
跡
の
種
類
　
道
路

・
運
河

６
　
迫退
跡
の
時
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

稗
田
遺
跡
は
、
昭
和
５．
年
に
県
営
稗
田
団
地
造
成
に
先
立
つ
遺
構
有
無
確
認

調
査
に
よ
り
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
後
の
調
査
に
よ
り
古
墳
時
代
後
期

の
水
田
跡
と
平
城
京
の
都
市
計

勝
画
に
か
か
わ
る
と
考
文
ら
れ
る

く

人
口
河
川
を
検
出
し
た
。
こ
の

河
川
は
そ
の
流
路
復
元
よ
り
平

城
京
東
京
極
を
通
り
、
同
東
南

隅
部
あ
た
り
よ
り
そ
の
方
向
を

条
里
に
対
し
て
約
４５
度
の
傾
き

を
も
っ
て
盆
地
底
部
に
向
っ
て

流
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の

調
査
は
こ
の
流
路
と
下
ツ
道
と
の
交
差
点
に
あ
た
る
地
点
で
あ
る
。

検
出
さ
れ
た
下
ツ
道
は
、
道
路
幅
１６
ｍ
。
東
側
濤
幅
１ｌ
ｍ
・
西
側
濤
幅
４
ｍ

の
規
模
を
持
ち
、
旧
来
の
推
定
位
置
の
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
が
、

東
側
濤
が
単
に
側
濤
と
し
て
の
規
模
を
は
る
か
に
こ
え
た
大
規
模
な
も
の
で
、

そ
の
底
の
レ
ベ
ル
も
本
流
と
考
え
て
い
た
既
述
の
流
路
よ
り
も
深
く
、
水
路
と

し
て
も
こ
れ
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
下
ツ
道
が
道
路
以
外
に
水

路
を
用
い
た
水
運
を
も
兼
ね
そ
な
え
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
下
ツ
道
を
横
切
る
既
述
の
川
は
、
そ
の
流
路
を
下
ツ
道
部
分
に
お
い

て
の
み
そ
の
角
度
を
道
路
に
で
き
る
だ
け
直
交
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
完

全
に
直
交
は
し
て
い
な
い
。
流
路
幅
は
、
以
前
に
調
査
し
た
下
流
部
と
同
じ
で

幅
約
２０
ｍ
．
深
さ
約
１
・
５
ｍ
を
計
る
。
川
岸
部
な
ら
び
に
川
内
に
は
径
約
５０
ｃｍ
の

檜
の
柱
が
約
２０
本
遺
存
し
て
お
り
、
こ
の
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
橋
脚
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る

（図
）
。
橋
の
中
心
線
は
道
路
中
心
線
と
は

一
致
し
な
い
が
、
橋

脚
の
な
ら
び
は
道
路
と
並
行
し
て
い
る
。
こ
の
橋
に
先
行
す
る
古
い
橋
の
橋
脚

据
形
も
存
在
し
、
こ
れ
は
道
路
幅
い
っ
ば
い
に
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

西
端
の
脚
は
西
側
濤
中
心
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
西
側
濤
が
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
橋
周
辺
に
は
、
護
岸

・
流
路
調
整

の
た
め
の
シ
ガ
ラ
ミ
が
多
く
造
ら
れ
て
始
り
、
木
簡
は
こ
れ
ら
ン
ガ
ラ
ミ
の
周

囲
に
堆
積
し
た
植
物
遺
体
を
多
く
合
む
土
層
よ
り
出
土
し
た
。
こ
の
シ
ガ
ラ
ミ

周
辺
以
外
の
川
内
堆
積
層
は
砂
ば
か
り
で
あ
る
。
上
層
で
は
饒
益
神
宝
が
含
ま

れ
る
層
が
あ
り
、
こ
の
川
の
最
終
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
木
簡
は
中
層
以
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下
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検
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。
①
ぞ
③

。
ＱＯ

。
①

・
④
は
橋
脚
周
辺
部
で
出
上
し
、
こ
の

う
ち
①
は
古
い
橋
脚
の
抜
き
取
り
穴
の
上
部
を
覆

っ
た
層
中
か
ら
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
古
い
橋
の
時
期
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知
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資
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な
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ろ
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。
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⑫
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⑥
は
上
部
中
央
に
径
約
５
ミ
リ
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
③
は
材
を
横
に

使
用
し
て
い
る
。
①
の
下
端
は
す
る
ど
く
糾
め
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。
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関
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文
献

「稗
田
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
冴
究
所
編
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県
遺
跡

調
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概
報
』
一
九
八
〇
年
度
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

付
記
　
木
簡
解
読
に
つ
い
て
は
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
和
田
本
氏
に
お
願
い
し
た
も
の

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
井
一
夫
）
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